
　そごう・西武で働くすべての皆さん！　ご利用の
すべての皆さん！　近隣で働くすべての皆さん！
　「セブン＆アイ・ホールディングス傘下の百貨店
そごう・西武の売却計画を巡り、雇用の維持や事業
の継続について具体的な説明がないのは不当だと
して、従業員の 8 割の 4000 人が加盟するそごう・
西武労働組合（寺岡泰博委員長）がストライキ権を
確立して会社側に説明を求める方針を決めた」と大
きく報道されました。
　私たちコンビニ関連ユニオンはそごう・西武の労
働者のストライキを断固支持し、応援します。労働
者がストライキ権を確立し、雇用を守るためのスト
ライキを闘うことに連帯します。ストライキに立ち
上がることで、現場で働く労働者の雇用不安をあお
り、労働者・労働組合の存在を無視抹殺し、不誠実
な対応でマネーゲームを繰り広げるセブン＆アイ井
阪社長らを追いつめよう！　西武池袋本店の改装・
テナントの強制移転プランを白紙撤回させよう！

　セブン＆アイは 2022 年 11 月、米ファンドの
フォートレス・インベストメントにそごう・西武を
売却する契約を結んだ。売却額は 2000 億円、23
年 2 月の売却が予定されていたが、多くの反対の
声で売却は 2 度延期され、現在は無期限延期状態
です。労働者の雇用や事業の継承について、井阪社
長らは何ら具体的な説明をせず、不誠実にも「守秘
義務がある」としています。団体交渉についても、
セブン＆アイは「（従業員の）使用者ではないので
応じられない」との不誠実な対応です ( 団体交渉拒
否は不当労働行為で、労組法違反行為 )。労働者に
は昨年 11 月家電量販大手のヨドバシカメラと連携
することがただ伝えられただけだという（ヨドバシ
カメラの出店は西武渋谷店とそごう千葉店でも検討
されているそうだ）。また、西武池袋本店がある豊
島区民や地権者、来店客から「まちのにぎわいにも
大きな影響がある」（高際みゆき豊島区長）として、
反対の声が巻き起こっています。
　全国有数の売上高を誇る西武池袋本店だけで約 1
万人。そごう・西武各店舗のテナントに派遣されて
いる他の企業の労働者や関連する労働者は約 3 万
5000 人。これらの労働者が団結してストライキに
立ち上がれば、雇用を守ることができます。

ストライキで西武池袋の

雇用を守ろう！ スト権の確立を！

セブン資本による そごう・西武で働く仲間の解雇攻撃を許すな！

西武池袋店労働者に対して
不誠実な対応を繰り返すセブン西
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０９０－５５２７－９１０８（鎌倉）
musasino0314@yahoo.co.jp

〒 387-0007 長野県千曲市屋代 2131-3
〒 124-0024 東京都葛飾区新小岩 2-8-8 合同・一般労組全国協議会

コンビニ関連ユニオン
2021 年 12 月 16日付

 ●カンパをお願いします　振込先：八十二銀行 大門町支店 普通 385706　コンビニカンレンユニオン

コンビニではたらく労働者でつくる労働組合

０3－6914－0487
tokyohokubu-union@yahoo.co.jp

東京北部ユニオン

労働相談を
受け付けています！

コンビニ関連ユニオンは
そごう西武の労働者とともに闘います！

2023 年７月１１日付



　５月 25 日のセブン株主総会で、「そごう・西武切り離
し、コンビニ事業への特化」を主張する投資ファンドの米
バリューアクトが株主提案していた「井阪社長ら４人の退
任案」は否決されました。株主総会を乗り切り、首の皮一
枚つながった井阪はセブン＆アイグループ全労働者に向け
て「皆さんに少なからず不安な思いをさせてしまいました。
グループとしての経営効率を高め、成長を加速し、グルー
プ一丸となってさらなる成長を目指していきましょう」な
どと声明を出しましたが、そごう・西武の売却は白紙撤回
していません。
　そもそも、2006 年にセブン＆アイがそごう・西武を買
収して傘下にし、当時「グループ内に百貨店を取り込み巨
大総合流通グループを形成し事業拡大を目指す」と意気込
んでいたのではないか！　しかし、コンビニの 60坪足ら
ずの店舗面積の経営やフランチャイズ加盟店を奴隷経営さ
せるコンビニ流のやり方で百貨店経営などできるはずもな
く、当時全国に 28 あった店舗は、現在では 10 店舗まで
減少させているではないか。

　セブン＆アイという会社に貫かれているものは、現場で
働く労働者の存在をまったく顧みない体質です。セブン＆
アイ傘下の中核企業であるセブン・イレブン・ジャパンは
フランチャイズシステムのもと、国内２万店の加盟店から
の高額な（最高売上の 76％）チャージ（上納金）をまきあげ、
利益をむさぼっています。セブン加盟店の多くのオーナー
が、高額なチャージや大量の廃棄商品による負担に苦しん
でいます。店舗労働者を各都道府県の最低賃金にしなけれ
ば、オーナーはまともな生活ができない状況です。セブン
本部は 24 時間 365 日営業と過酷な労働を強制し、過労
死や過労自殺を続発させています。セブン本部に「モノ言
うオーナー」に対しては、優越的地位を利用して契約解除
や違約金請求など脅してきました。セブン東大阪南上小阪
店松本オーナーに対しては客のクレームなどをでっち上げ

て、閉店を強行し、駐車場に仮店舗を建設するという反社会
的行為まで行ってきました。2019 年 12 月にはセブン店舗
従業員さんの賃金計算の代行を行っていたセブン本部は、労
働基準監督署に残業代の計算が間違っていると再三言われて
も無視し続け、３万人の残業代未払いが発覚しました。これ
は未だ解決していません。2023 年３月にはセブン本部社員
の１割 796 人の賃下げ攻撃を労働者の同意なく実行しまし
た。この物価高での賃下げは労働者を生きていけない状況に
追い込む攻撃です。絶対に許せません！　セブンは不幸を増
産させ労働者蔑視を貫いてきた会社なのです。

　コンビニ関連ユニオンは 2019 年「24 時間 365 日営業義
務化反対」を掲げ、セブンだけでなくすべてのコンビニのオー
ナー、社員、店舗従業員、配送、工場の労働者が加盟できる
産業別労働組合として結成されました。「24 時間 365 日営
業義務化反対」を掲げセブン社員のストライキ、店舗の時短
ストライキを決行し、さらに公正取引委員会への申告活動を
継続的に行い、2020 年公取委からコンビニの「24 時間の
強制」、「仕入数量の強制」、「集中出店」などは独占禁止法上
の優越的地位の濫用であると改善要請を引き出す勝利をもぎ
取ってきました。コンビニの時短営業を認めさせたのです。
　2023 年１月には長野県労働委員会において不当労働行為救
済勝利命令をかちとり履行させました。３年間に及ぶ団体交
渉拒否、正当な労働組合活動を行っていたセブン・イレブン・
ジャパン本部社員のユニオン委員長に対する懲戒攻撃を撤回
させました。
　そごう・西武で働く労働者の皆さん！　井阪のような労働
者無視の不誠実な資本家と私たち労働者は徹底的に非和解的
な存在です。西武池袋本店で長年築き上げてきたお客さん、
地域の市民との信頼関係を破壊するセブン＆アイに対して怒
りをたたきつけよう！　この物価高で賃金も上がらず生活に
苦しんでいる大多数の労働者はそごう・西武のストライキに
圧倒的支持の声をあげています。ストライキで雇用を守ろう！
　西武池袋本店の改装・テナントの強制移転プランを白紙撤
回させよう！　コンビニ関連ユニオンはともに闘う決意です。

セブンの不誠実さは今に始まったことではない 不誠実な会社にたいして団結して闘えば勝てる

ストライキは物価高・雇用不安をかかえる
すべての労働者の未来をかけた闘いだ！
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